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素晴らしい卒業式でした。 「感謝」 

平 成27年 度 も 、 残 り １ 週 間 で 終 了 し よ う と し て い ま す 。 ３ 年 生 は ３ 月 １ ２ 日(土)の

卒 業 証 書 授 与 式を 最 後に 、 義 務 教 育 ９ 年 間 を 修 了 しました 。 一足先に有終の美 を 飾 り 、

素 晴 ら し い 姿 で 矢 野 中学校を 巣 立 っ て い きました。  

特に、今年の 卒業証 書は「原爆の 子の像 」に捧げられた折り 鶴 を再生した もので 作 ら

れ た 卒業証書であ り 、非常に意味 深い卒 業証書となり 、広島 市立の幼小中高の 卒 園、卒

業 生23,265名に 授与 されました。  

授 与 式 で は 、平和の継 承の大切さや広島 を 語り継ぐ責務とい う ものを実感し、証書に

込 め ら れ た 思 い を 胸 に 、郷土広島 への愛着 や誇りを一層強く す ることができたと 思 いま

す 。 

 

進級、おめでとう。次年度の準備を！ 

さて、１年生 、２年生 の皆さん、４ 月からは それぞれ２年生 、３年 生へと進級 し ま す 。

１ 年 生 は 、良 き 先輩 として 後 輩 の見本 と なる 準 備 を 、２年生 は 、あこがれ をも た れる 最

上 級 生 と し て の 準 備 を し ま し ょ う 。 

ま た 、それぞ れ の 学 年にあった基礎学 力 、知 識 、技 能 を 身 に 付 け 、自分の課 題を次 の

学 年 へ 持 ち越すこ と が ないように、残りの 日々を有効に活用 し、有意義な学校生活 を 送

っ て 欲 し い と思い ま す。 

３ 月 は 別 れ の 季 節 で す 。皆 さ ん は 今日ま で 、たくさん の人に 出会い、支え られて きま

した。いつも すぐそ ばにいてくれた家 族 や 仲 間 、そし て 先生 、こ れ ま で の 成長は 多 くの

人 と の 出 会 い や経 験 に よ っ て 作 ら れ 、 今 日 を 迎 え て い ま す 。 

こ こ で しっかりと 考 えてみましょう 。私た ちは 決して一人で 大 きくなったわけで は あ

り ま せ ん 。こ れまで に 出 会 っ た 人たち に 支えられ、教 えられ、成長し、今の 自分が あ り

ま す 。これま で出会 った多くの人を思 い 起こし、一人 一 人 に「 あ り が と う 」と 感 謝 が で

き る 人 で あ っ て 欲 し い と 思 い ま す 。 

日 本 に は 、昔か ら 使 われる良い 言葉が あ ります。「お 世話に なりました」、「お陰 さ

ま で す 」などの言 葉 です。まわりの人 た ちに感謝の心を表 す 言葉です。  

今一度、自分のまわり を見回して、どれだけ の人たちにどのよ う にお世話 を いただ い

た か を 振 り 返 り 、 感 謝の 気 持 ち を表し て 欲 し い と思います 。  

人 間 としての成長 に「感謝の心 」は欠か せ ません。それ を言葉 にしてしっかり伝 え ら

れ て こ そ 、 これか ら の成長につながり ま す。  



魅力ある生活をするための心がまえ 
 

①   謙 虚 にな って 生活し よ う 

   謙 虚 さ 、 熱 意 、 責 任 感 、 誠 実 さ 、 勤 勉 さ 、 協 調 性 、 明 朗 さ 、 創 造 性 、 リ ー ダ ー

シ ッ プ な ど が 生 活 を する上で必要です が 、その中でも謙虚 で あることが大切で す。 

②   「 あ りが とう 」を口 癖 にし よう  

   「あ りがとう 」を 口にす ると、人 に対する謙虚な気 持 ちがわいてきます。「 あり

が と う 」 と 言 う こ と で 、 周 り の 人 も 嬉 し く 幸 せ な 気 持 ち に な り ま す 。 感 謝 の 気 持

ち を 大 切 に しまし ょ う 。 

③   素 直 な心 で接 しよう  

   素 直 な 心 を も つ 人 は 、 必 ず 成 長 し ま す 。 人 の 助 言 や 忠 告 は 素 直 な 心 を も っ て 聞

き ま し ょ う 。 

④   失 敗 は正 直に 話そう  

   失 敗 は 誰 に も あ り ま す 。 失 敗 し て も そ れ を 自 分 の 責 任 だ と 認 め 、 隠 し た り ご ま

か し た り し な い こ と が 大 切 。 誠 実 な 人 は 、 ま わ り の 人 か ら 信 頼 さ れ ま す 。  

⑤   笑 顔 を大 切に しよう  

   あなたの笑 顔 であなたもまわり の 人も明るくなりま す 。また、「ありがと う ござ

い ま す 」、「 喜 ん で さ せ て 頂 き ま す 」 な ど の 肯 定 的 で 前 向 き な 言 葉 を 多 く 使 う こ と

も 大 切 で す 。 

⑥   心 を こめ て挨 拶をし よ う 

   挨 拶 は 、 人 間 関 係 の 潤 滑 油 。 挨 拶 に は 、 相 手 へ の 心 遣 い や 感 謝 、 敬 意 の 気 持 ち

が 基 本 に あ り ま す 。 挨 拶 の コ ツ は 、 

「○あ か る く 、○い つ も 、○さ き に、○つ づけて」する こ とです。  

⑦   ち ょ っと 早め に行動 し よう  

   時 間 を 守 る こ と は 信 頼 の 第 一 歩 。 約 束 の 時 間 を 守 る こ と は 、 相 手 を 大 切 に す る

と い う こ と で す 。 人 は 自 分 の 時 間 を 大 切 に し て く れ る 人 と 一 緒 に 生 活 を し た い も

の で す 。 

⑧   ポ ジ ティ ブに 考えよ う 

   ポ ジ テ ィ ブ 思 考 の 人 は 、 ど ん な 時 で も 積 極 的 ・ 肯 定 的 に 捉 え 、 そ の 状 況 の お 陰

で 物 事 が う ま く い く と 信 じ て 行 動 で き る 人 で す 。 物 事 は ポ ジ テ ィ ブ に 考 え る と う

ま く い き ま す 。 

⑨   気 持 ちの 良 い 身 だし な み を 心 が けよ う 

   「 人 は 見 た 目 が ９ 割 」 の 言 葉 通 り 、 人 は お お よ そ 外 見 で 判 断 さ れ ま す 。 服 装 が

だ ら し な い と 人 間 ま で だ ら し な い と 思 わ れ ま す 。 相 手 に 不 快 感 を 与 え な い 身 だ し

な み が 大 切 で す 。 

⑩   健 康 に気 をつ けよう  

   何をするに も 健康第一。精 神 と 身 体の健康を保つよ う 努力することが大 切 です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

進級 


